
御使用前に必ずお読み下さい
　　この度は、弊社製スプリンクラーヘッドを御採用いただき誠に有難うございます。
本製品は厳しい品質管理の元で製造され、高度な品質と性能を誇る製品でございます。しかし、使い方を誤ると本来の性能を発揮
出来ない事は言うまでも無く、消火性能を失う場合があります。
　　施工業者様に於かれましては、本書の全項目をよくお読み頂き、ご理解のうえ、ご使用下さいます様お願い致します。また、御施
主様へは、施工業者様が内容をよくご説明の上、お渡しくださいます様お願い致します。
　　設置後の設備管理にあたる方に於かれましても、本書をよくお読みのうえ、関係者に周知してください。尚、本書はいつでも見ら
れる場所に大切に保管してください。

示温ラベルの感熱部が黒く変色している場合は、製品が50℃以上の温度にさらされた事を
示します。その様な状態では機能障害を起こすおそれがあります。

梱包箱に異常のある場合は、弊社に申し出てください。
輸送運搬時の取扱により、梱包箱に外傷・変形・破損・水濡れなどの異常がないかお調べ
ください。異常のある場合は、製品に異常を及ぼすおそれがありますので、直ちに弊社に申
し出てください。

感度種別・標示温度に間違いのない事を確認してください。
弊社製フラッシュ型スプリンクラーヘッドには、高感度ｒ2.8・高感度1種ｒ2.6・標準型2種ｒ2.3・
小区画型(共同住宅用K50・水道連結型K43・水道連結型K30)があり、それぞれに標示温
度72℃と96℃があります。
お求め頂いたものと相違のない事を確認してから御使用ください。

※水道連結型ヘッドを水道直結方式で設置される際は、あらかじめ所轄水道局様に御相  
談してください。
地域により、届出書類の提出や停滞水の防止措置などの指導がある場合があります。
施工に関しては、スプリンクラー配管の末端(トイレなど)に、必ず給水栓などを接続し、配
管内の水が停滞しない様にしてください。

梱包箱に明記した注意事項やケアマークの事項を厳守してください。

製品は涼しい場所に保管してください。

。

。

取り付け場所の最高周囲温度に応じた標示温度のものを使用してください。

。

熱によりスプリンクラーヘッドが作動し、水が放出するおそれがあります。
スプリンクラーヘッドの真下にストーブなどの暖房器具を置かないでください。熱によりスプ
リンクラーヘッドが作動し、水が放出するおそれがあります。

スプリンクラーヘッドに変形が発生し、火災発生時に本来の性能が発揮できなくなったり、
漏水や誤作動の原因となります。外的衝撃や力の加わり方によっては、直後には現象が出
なくても、一定の期間を経た後に漏水や不時放水が突然発生する場合もあります。

。

。
。

。
スプリンクラーヘッドには使用圧力範囲が定められていませんが、スプリンクラーヘッドと接
続させる可とう管や流水検知装置等の機器には使用圧力範囲が定められており、最高使
用圧力は1.4MPaや1.0MPaとなっています。
配管内圧力が上昇する場合には、最高使用圧力を越える事のないよう、調整してください。

うな場
合には、性能の劣化が予想されますので、専門家に調査をご依頼ください。

配管内の水が凍結しないように注意してください。
凍結の発生したスプリンクラーヘッドは内部部品の破損や漏水事故に至るば

スプリンクラーヘッドの廃棄に際しては、諸法令に沿って行うか、または廃棄物専門
業者にご依頼ください。

。
作動・分解した部品は調査試料とする場合がありますので回収してください。
尚、回収した部品はお子様などの手の届かない場所に保管してください。

標示温度
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受入時のお願い

保管における注意事項

施工における注意事項

維持管理上の注意事項
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落としたり、物をぶつけたりしたスプリンクラーヘッドは使用しないでください。

配管内の水は水道水を使用してください。
酸性、アルカリ性、塩分を含んだ腐食性のある水は使用しないでください。
止水部に腐食の発生する事があり、漏水の原因となります。

。
孔が小さすぎるとヘッドレンチ(外径40㎜)が入らず、大きすぎるとシーリングプレート(外径65
㎜)による目隠しが出来ません。中心の位置決めを行い、直径50㎜の孔をあけてください。

取付は、保護キャップを付けたままで、必ず専用レンチを使用してください。
ネジ部にシールテープ等を付け、保護キャップを取付け
たままの状態で、必ず専用レンチ(ＦＲ型専用レンチ)を
用いて取り付けてください。
パイプレンチ等の汎用工具での取付は、絶対に行わな
いで下さい。

。

。
SSP：下向き　　SSU：上向き
弊社製フラッシュ型スプリンクラーヘッドの取り付け方向は下向きです。

。
スプリンクラーヘッドの締付トルクは20N・mを目安として、30N・mを越えない範囲で行って
ください。
継手とスプリンクラーヘッドの間には隙間をあけてください。
過剰な締付トルクによる締め込み過ぎは、漏水の原因となります。また、シ

。
過剰な締め込みは、スプリンクラーヘッドの内部部品の組立て状態に狂いが生じ、漏水の発
生につながります。

。

スプリンクラーヘッドには、塗装やめっき等を施さないでください。

人や物がぶつかり易い場所に設置するスプリンクラーヘッドには、専用の保護
カバーを御使用ください。

。

直射日光の当る場所や熱を発する照明器具の近く、エアコン等の熱風吹き出
し口の近くにスプリンクラーヘッドを設置しないでください。

直射日光や、暖房器具からの熱風により、スプリンクラーヘッドが高温になり、漏水や分解作
動に繋がる可能性があります。
また、火災発生時には、エアコン等の風により火災による熱が拡散され、感知の遅れが発生
する場合があります。

。

。
。

施工における注意事項
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